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日
吉
神
社
は
曽
根
町
に
所
在
し
、
集
落

は
南
北
に
北
国
街
道
が
通
り
、
街
道
の
両

側
に
家
屋
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
近
世

期
の
曽
根
は
、
南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
曽

根
市
場
村
・
曽
根
金
津
村
・
曽
根
彩
戸

村
・
曽
根
東
福
寺
村
の
四
村
に
分
か
れ
て

い
て
、
本
社
は
曽
根
金
津
村
に
あ
り
ま
す
。

境
内
地
は
街
道
の
東
側
に
あ
り
、
石
敷
の

参
道
を
進
ん
だ
奥
の
一
画
に
本
殿
・
門
お

よ
び
玉
垣
が
あ
り
ま
す
。

本
殿
は
一
間
社

い
っ
け
ん
し
ゃ

（
正
面
の
柱
間
が
一
間

の
社
）、
向
拝

ご

は

い

（
礼
拝
の
た
め
の
場
所
）

一
間
、
檜
皮
葺

ひ

わ

だ

ぶ

き

で
、
西
面
し
て
建
ち
ま
す
。

柱
上
の
組
物
間
に
は
躍
動
感
の
あ
る
彫
刻

を
配
置
し
、
正
面
に
は
日
吉
神
社
に
因
ん

だ
愛
ら
し
い
猿
の
彫
刻
を
飾
り
ま
す
。
左

側
面
に
唐
獅
子
、
右
側
面
に
唐
獅
子
と
麒

麟
、
背
面
に
は
鳳
凰
の
彫
刻
で
埋
め
尽
く

し
、
本
殿
を
よ
り
一
層
華
や
か
な
も
の
と

し
て
い
ま
す
。
建
築
年
代
は
社
蔵
の
見
積

書
と
支
払
書
か
ら
明
治
17
年
（
１
８
８
４
）

で
、
大
工
は
坂
田
郡
常
喜
村
（
現
在
の
市

内
常
喜
町
）
の
宮
部
太
四
郎
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

門
は
本
殿
の
正
面
前
方
に
あ
る
一
間

い
っ
け
ん

一
戸

い

っ

こ

（
柱
間
一
間
の
扉
口
一
戸
）
の

薬
医
門

や

く

い

も

ん

（
棟
木
と
本
柱
の
通
り
が
ず
れ
て

い
る
門
）
で
、
屋
根
は
切
妻
造
の
檜
皮
葺

で
、
正
面
に
軒の

き

唐か
ら

破
風

は

ふ

を
付
け
ま
す
。
柱

上
部
に
は
本
殿
同
様
、
植
物
や
雲
紋
の
華

や
か
な
彫
刻
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
玉
垣
は
門
の
側
面
か
ら
本
殿
の
周
囲

（
36
・
２
ｍ
）
を
囲
っ
て
い
ま
す
。
屋
根

は
門
と
は
異
な
る
桟
瓦
葺

さ
ん
か
わ
ら
ぶ
き

で
、
柱
間
に

連
子

れ

ん

じ

窓
を
設
け
ま
す
。
建
築
年
代
は
社
蔵

の
見
積
書
と
支
払
書
か
ら
明
治
29
年
（
１

８
９
６
）
で
、
大
工
は
宮
部
千
代
松
・
捨

治
郎
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

な
お
、
宮
部
姓
の
大
工
は
、
長
浜
の
常

喜
村
に
居
住
し
て
い
た
宮
部
太
平
家
・
庄

平
家
が
著
名
で
、
米
原
市
に
あ
る
観
音
寺

本
堂
は
正
徳
６
年
（
１
７
１
６
）
の
建
築

で
、
宮
部
太
平
が
携
わ
っ
た
現
存
最
古
の

建
物
で
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

日
吉
神
社
の
歴
史
的
建
造
物
は
、
近
世

以
降
に
湖
北
地
域
を
中
心
に
寺
社
建
築
の

造
営
に
そ
の
手
腕
を
振
る
っ
た
常
喜
村
の

大
工
集
団
の
宮
部
家
が
手
掛
け
た
作
品

で
、
宮
部
家
の
実
力
と
特
徴
が
い
か
ん

な
く
発
揮
さ
れ
た
神
社
建
築
の
ひ
と
つ

で
す
。

■問
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

（
7
６
４
‐
０
３
９
５
）

シリーズ○
 47

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り耀いています。このコ
ーナーでは、448件※ある文化財の中から代
表的なものをシリーズで紹介します。

※平成27年７月１日現在

登録有形文化財
日吉大社本殿・門および玉垣
(曽根町)
平成27年11月17日　登録

▲日吉神社正側面全景

▲本殿　正面柱上部彫刻

▲本殿　側面柱上部彫刻




